




































河口 充宏 ･高本栄太郎 ･馬場 洋子

































































































































































































































河本 泰生 (岡山大 ･農学部)
実験動物は,野性動物と異なり,人為的に統御
された環境条件下におかれ,閉鎖された空間 (ケ
ージ内)で生活し,繁殖も人為的に支配され,自
然淘汰だけでなく,人為淘汰を受けている｡ 実験
動物の集団の問題は,このような制約された条件
下での個体間の関係をみることにある｡
個体問の関係は社会構造としてとらえられ,そ
こには順位制となわぼり制が考えられる｡ 順位制
は直線型 (ウサギ,イヌなど)と独裁型 (マウス,
ラットなど)に大別され,群内の個体間に優位,
劣位の関係が成立する過程で決定される｡なわぼ
り制は自己の生活域を防衛する社会構造の一つで
ある｡ これらの社会構造が決定される過程で個体
間に攻撃行動を伴なうことが多い｡
マウスの社会構造はケージのように狭い環境条
件の下では順位制を示し,飼育環境の広い場合は
なわぼり制を中心とした社会構造が形成される.
実験動物の飼育形態はまちまちであるが,飼育
密度を増加すると,個体は社会構造から生ずる社
会的圧力を受け,個体の生活にさまざまの影響-
密度効果-をもたらすOマウスでは,飼育密度の
増加により,生理 ･内分泌機能,成長･繁殖能力,
疾病の発生,更には心理的状態にも影響を及ぼす
ことが明らかにされている｡
マウスでは,社会構造が決定される過程で生ず
る攻撃性には遺伝も関与していることが明らかに
されている｡ 選抜により,攻撃性の高 ･低系の分
系育種も行なわれ,選抜系間には攻撃性だけでな
く,生理 ･内分泌機能,成長 ･繁殖能力などにも
違いのあることが明らかにされつつある｡
実験動物の維持管理は勿論のこと,動物実験を
行なう際に,動物集団をどうとらえるかというこ
とはきわめて重要な問題である｡
第11回岡山実験動物研究会報告
昭和61年9月13日(土)午後2時から,垂井医学
研究所4階講堂において,妹尾左知丸所長ならび
に沖垣 達副所長の御世話により開催された｡
沖垣 達先生の開会の御挨拶があった後,最近
の実験動物の開発と設備,施設に関する2題の話
題提供が行なわれた｡話題提供の1題削ま日本ク
レア㈱の田口福志氏による｢MCH動物の開発｣,
2題目は同じく日本クレア㈱の堀田 勝氏による
｢バイオ-ザー ド対策の設備および施設計画｣で,
いずれも実験動物の開発と設備,施設に関する最
近の情報が提供された｡
これらの話題提供後,事務局の倉林 譲常務理
事から,会務報告があった｡この報告内容は要約
すると,①昭和60年度の会計報告,②研究会会員
ならびに賛助会員の動向について,③研究会費未
納者について,⑥第5号岡山実験動物研究会報発
行について,⑤第12回岡山実験動物研究会開催予
定場所について,等であった｡なお,詳細な内容
については,後述の昭和61年度役月会報告の議事
録に記した｡
休憩後,猪 貴義会長から御挨拶があり,つづ
いて特別講演に移った｡はじめに壷井医学研究所
長の妹尾左知丸先生が ｢実験動物とのつき合い｣
と題して講演された｡先生の実験動物とのつき合
いは大学3年の時からはじまったこと,また血液
細胞の分化を明らかにするために行なったパラビ
オ-シスの実験は失敗を繰 り返した後やっと成功
したこと,など大変印象深いお話でした｡つぎに,
広島放射線影響研究所,遺伝学部長の阿波章夫先
生が,｢原爆放射線がもたらした災害｣-レントゲ
ンからチェルノブイリまで-と題して講演された｡
原爆放射線が人体,実験動物に及ぼす影響につい
